
令和元年度「男女共同参画推進のための学び・キャリア形成支援事業（研究協議会）」 

第 3回 検討会１ 議事録 

 

１ 日時 2019年 11月 29日（金）10：00 ～ 12：00 

２ 場所 日本女子会館ビル 5階 小会議室 

  東京都港区芝公園 2-6-8 日本女子会館ビル 5階 

３ 出席者 

【検討会１】「大学が中心となった女性の学びとキャリア形成支援」 

     黒澤 あずさ 特定非営利活動法人全国女性会館協議会常任理事 

公益財団法人日本女性学習財団学習事業課長  

  杉浦 浩美  埼玉学園大学准教授 

  中野 洋恵  独立行政法人国立女性教育会館客員研究員 

     納米 恵美子 特定非営利活動法人全国女性会館協議会代表理事 

            公益財団法人横浜市男女共同参画推進協会理事 

【事務局】 

  坂田 静香  特定非営利活動法人全国女性会館協議会常任理事・事務局長 

４ 欠席者 

  井出 あゆみ 特定非営利活動法人全国女性会館協議会常任理事 

            特定非営利活動法人浜松男女共同参画推進協会理事長 

白井 文   ブラザー工業株式会社社外取締役 

      一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団業務執行理事 

５ 配布資料 

  第 2回（10/4）検討会１ 議事録 

  12/21福岡女子大ヒアリング内容（案） 

  2/17 研究協議会実施要項 

  11/5開催 JILPT 主催「女性のキャリア形成を考える─就業形態・継続就業をめぐる課題 

と展望─ 」の中の明治大学リバティアカデミー「女性のためのスマートキャリ 

アプログラム」資料 

６ 議事 

（１）黒澤委員からの情報共有 

   11月 5日開催 JILPT主催「女性のキャリア形成を考える─就業形態・継続就業をめぐ 

る課題と展望─ 」の明治大学リバティアカデミー「女性のためのスマートキャリアプロ

グラム」内容報告 

 ・厚労省や東京都の求職者向けプログラムがきっかけで 2015年から開始 

・当初は平日の昼間コースで「女性活躍」とは異なる。その後、参加者および企業からの要

望で夜間土曜コースを開講実施 

・夜間土曜コースには管理職をめざす方や地方から参加する方もいる 

  ・就職先などの出口については今後検討課題 

  ・リカレントのＨＰを作成する等積極的に活動している修了生もいる 

  ・地方都市で学び直し講座設置のニーズがある 

  



（２）福岡女子大プログラム参加者へのヒアリングについて 

  ●日時：12月 21日（土）昼休み時間 30分×2人 

   2人のうち 1人は自費で受講している方希望 

【ヒアリング内容の骨子】 

どういう方がどういう動機で受講していて、その方の受講動機が達成されているかどうか。 

  再就職、転職、起業の３つの志望動機を持つ受講者が同じプログラムで学ぶのが是か非か 

【ヒアリングの方法と主な内容】 

  ・金銭的、時間的自己投資に見合う成果が得られそうか 

  ・多様な受講者がいることについてどう思うか 

・受講者間で離職期間の違いなどによって、実務スキルにレベルの違いがあると思うが、そ 

のことをどう思うか 

  ・メンターや伴走者がいるか 

 【ヒアリング後】 

・ヒアリングの結果はメールで共有し、委員間でディスカッションする。 

（３）検討会１で仮定する到達点 

●受講生はどのようなニーズから受講しているのか。等身大の女性たちのニーズと、大学

が用意しているカリキュラムとの間にギャップはないか。ギャップがあるとしたら、それ

を埋める役割を男女共同参画センターが果たせるのではないだろうか。 

 【意見】 

  ・企業が求める人材と、女性が望む働き方にはズレがあるのではないか。そのズレを明らかにで

きるとよい。 

  ・受講者が求めていたものが、リカレント教育プログラムで得られるのかどうかなど、プロ

グラム内容について客観的に整理してみることが必要。 

  ・これまでの情報収集から、大学が行っている女性のためのリカレント教育には、いくつか

の類型があることが把握できる。 

   ●女子大としての社会的使命を出発点としているもの 

   ●共学大学の社会人向けビジネス・スクールを出発点とし、女性対象コースとして展開し

たもの 

   ●看護、介護、保育、食物などの分野の専門職種育成を志向しているもの 

  ・大学側が想定しているターゲットのペルソナをヒアリングで聞き取り、描けるとよい。 

  ・国の政策意図、大学側のコース開設意図、女性の受講動機、企業の受講勧奨の動機を立体

的にあぶりだせるとよい。 

  ・受講料を自費負担する場合と、企業が負担する場合で、受講姿勢や満足度に差があるのか

についての明らかにできるとよい。 

（４）ヒアリング先についての検討 

   関西学院大、京都女子大 or京都光華女子大、明治大 

   大学側と受講者にヒアリング 

   京都女子大もしくは京都光華女子大・・・納米、坂田 日程調整 

   明治大・・・杉浦、黒澤 金曜日 日程調整 

   関西学院大・・・1/29 黒澤、井出 



（５）研究協議会実施要項について 

   2/17（月）12:50～16:30 

   本事業の成果とまとめ担当：納米 

（６）ポスターセッション推薦団体 

   スポット的なプログラムではない大学を選考 

   昭和女子大、福岡女子大、関西学院大、明治大、京都光華女子大 or京都女子大 

（７）その他 

   検討会２ モデルプログラム検討 オブザーブ参加 

日時：12月 5日（木）10時～12時 

会場：日本女子会館ビル 5階 スペースWe learn 

（８）第 4回 検討会 

   日時：2月 6日（木）10時～12時 

   会場：日本女子会館ビル 

   内容：各ヒアリング内容をふまえて 2/17の研究協議会のまとめを共有 

 

以 上 


